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パッションフ ルーツ冬 実中の酸含量を 低下させる

温度および土壌水分

米本仁巳*

〔キーワード〕 クダモノトケイソウ，栽培温度，

土壌水分，パッションフルーツ，

1 . はじめに

パッションフノレーツ (Passifloraedulis Sims)は

ブラジル南部からパラグアイ，アノレゼンチン北部が

、原産で (Martinand Nakasone 1970) ， トケイソウ

科，トケイソウ属のつる性多年生革本である 学名

のpassioは受難， floraは花， edulisは食べられるの

意味である.スペインの宣教師が南米でこの花を見

て，キリストが十字架に張り付けられた姿を連想し

たことから，キリストの受難という意味の名が付け

られた.和名ではクダモノトケイソウ，紫果物時計

草，食用時計草などと呼ばれる.主要生産国はブラ

ジル， ベノレーなど南米地域の国々である. しかし，

近年ではオーストラリア，ハワイ，ニュージーラン

ドの他，ケニア，タンザニア，インド高原地域，東

南アジアの亜熱帯性気候の地域で広く栽培されて

いる.国別生産量に関する統計資料は見あたらない

が，世界の生産量は 50，000t程度である(石畑 2000). 

わが国への導入は明治中期とされ，2005年では61ha，

461tが生産されており，主産県は鹿児島県 (310t)， 

沖縄県(1l0t)と東京都(小笠原， 27t)の3県であ

る(農水省特産果樹生産動態等調査 2005). 

また，パッションフルーツの果汁には，リン，ビ

タミンA(カロテン)，アスコルビン酸，ナイアシ

ンなどが多く含まれ，タンパク質分解酵素も 2種類

含まれ，消化機能を高めることが知られている.さ

らに，他の果汁にはない特有の芳香成分が含まれ，

アロマセラピーにも効果のあることが認められて

し、る(福島 1994)

2. パッションフルーツの
栽培品種について

トケイソウ科は 12属約600種が知られているが，

ホ独立行政法人国際農林水産業研究センター(YoshimiYonemoto) 

そのうち食用果実として利用されているのが 10種

程度である.我が国で栽培されているのは，クダモ

ノトケイソウの紫色種(ムラサキクダモノトケイソ

ウ)と黄色種(キイロクダモノトケイソウ)および

この両種の交雑種である.

①紫色種 (Passifloraedulis Sims) 

山地型で高温に弱いが， -2
0

C程度の低温に耐え

ることから，亜熱帯地域の涼しい地方で栽培され

る.開花期が交雑種より 1カ月程度早く，開花は

夜明けから正午までで，開花4時間後には開約す

る.自家受粉し，受粉樹を必要としない.果実は

円形で 40~60g と小さく，熟すと濃赤紫色になる.

果汁割合は 30%程度と低く，酸も 2.3~2. 5% (石

畑 1993) と他種に比べて低い.

②黄色種 (P.edulis f. flavicarpa Degener) 

紫色種からの変異種で，高温を好み低温には耐え

られないことから，熱帯低地で栽培される(低地

型).開花時間は昼頃から夜にかけてで，自家不

和合成が強し、ことから，結実させるには他品種の

花粉を受粉する必要がある.果実は長楕円形で

100g程度，熟すと黄色になる.果汁割合は 35%

程度と高く ，酸含量も 3.0~5. 0% (Boyleら 1955)

と高いことからジュース加工用に用いられる.

③交雑種 (P.edulis X P. edulis f. Fla、'icarpa)
紫色種と黄色種の交雑種は，わが国で最も多く栽

培され，短楕円形の果実は 60~100g で，酸含量

は黄色種のように高いものから紫色種のように

低いものまでさまざまである.交雑種の主な栽培

品種は，サマークイーン，ルビースター，台農 1

号，キングルビー(写真 1，2， 3) などである.

ジュース加工用原料果汁が目的の場合は，酸含量

が多くて果汁も多い黄色種(写真 3左)が栽埼され

る.生食用果実販売が目的の場合には，低温に強く

果皮が赤くて酸含量が低い紫色種で大果系の品種

が望まれるが，そういう優良な紫色種は見つかって
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写真 l キングノレビーの果実

写真 2 キングルビーの花

黄色穐 交雑税キング、ルビー

いなし、.そこで，次善の選択として黄色種よりも酸

含量が低く，比較的耐寒性もある交雑種が栽培され

ている 交雑種は250Cで11時間以上の長日条件下

で花芽分化し(東京都小笠原亜熱帯農業センター

2003) ，温帯地方での露地栽培では初夏に開花結実

させて夏に収穫する(夏実)の年 l回，亜熱帯地方

では年2回の収穫(夏実と秋実)が可能である.加

温ハウスで電照栽培すると，冬季にも開花 ・結実さ

せる(冬実)ことが可能であるが，低温期に生育し

た果実は酸含量が高くて生食用には適さない.そこ

で，酸含量の低い冬実を生産する技術開発が望まれ

ている.

3. 具体的データの紹介・説明

沖縄県石垣市にある国際農林水産業研究セン

ター (JIRCAS)熱帯・島l興研究拠点 (TARF)の無

加温プラスチックハウスで，2005年から 2006年に

かけてサマークイーンのポット栽培試験を行い，高

混と土壌の多湿条件が果汁中の酸含量を低下させ

うるか検討したすなわち，2005年は冬季に日最高

/最低気温がそれぞれ27.3/20. 70C， 25. 3/19. 40C， 

24. 0/16. 30Cであった 3温室で，あわせて瀧水間隔

を変えて土壌水分が多湿(平均 18%)，適湿(平均

13%) ，乾燥(平均 7%) となる処理区を設けた.

さらに， 2006年 l月には，前年に使用したポット栽

培樹を人工気象室に搬入して，栽培気温(30/300C，

写真 3 果実断面

交雑種台農l号6
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日最高/最低温度
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図 1 冬季の果実生育中の栽培気温と土壌水分がパッションフルーツ‘サマークイーン'の酸含量に及ぼす影響

凶中の縦棒は SE(n=lO)を表す

30/25
0

Cおよび30/20
0

C)と酸含量の関係を検討した.

いずれの実験でも，電照により日長は12時間以上と

した これらの実験結果は Machaら (2006)および

Kozaiら (2007)が論文発表している.

2005年度の実験では，果実成熟時の酸含量は低

温 ・低土壌水分区が最も高く ，高温高土壌水分区が

最も低かった(図1).果実生育は高温で促進され，

酸含量の最高点に達するまでに要した受粉後の日

数 (DAP) は高温区の 50~55DAP に対して， 中お

よび低温区では 60~ 75DAP であった.また ， 各温

度処理区の低土壌水分区で酸含量の最高値に達す

るのが 5日ほど遅くなった.しかし，酸含量の最高

点の値には差がなかった.果実成熟(落果)までに

要 した日数は， 高温区で 60~75DAP ， 中お よび低温

区で 70~85DAP であった Utsunomiya (1992) は

28/23
0

Cで紫種の果汁量が最も高く果実生育も促進

されたと報告しており ，本実験の 27.3/20.7
0

Cで果

実生育が促進されたことと一致する.また，本実験

表 l パッションフルーツ冬実の要成熟日数および
果実品質に及ぼす気温の影響

果皮色2)処理区1) 要成熟日数果実重果汁割合
(日 (g) (vxw) L値 a11直

30/300C 53.5 d 66.5 c 30.6 b 54.6 a 6.8 b 

30/250C 63.8 c 72.4 bc 31.1 b 40.1 b 17.1 a 

30/200C 73.0 b 77.6 bc 35.4 a 35.5 c 16.7 a 

24/170C 86.8 a 93.5 a 35.2 a 32.4 d 9.7 b 

異なるアルファベットは5%水準で有意差あり

では酸含量を低下させるためには十分な土壊水分

を維持することが重要であることもわかった.しか

し，本実験の高温区 27.3/20. 7
0

Cの温度条件では生

食用に適する酸含量まで低下させられなかったの

で，酸含量のさらなる低下を目的に 2006年度の実

験を試みた.

2006年度の実験では，昼温を 30
0

Cとして夜温を

30， 25， 20
0

Cとし，自動濯水装置で定期的に濯水を

行い，葉のしおれのないように管理した.本実験で

も高温で果実生育は促進されたが，果実重，果汁量

ともに小さかった(表 1) .これらの結果は

Utsunomiya (1992)の報告とも一致する.また，昼

混 30
0

C，夜温 30
0

Cでは，果皮の着色が進まないう

ちに落果した.30
0

Cでパッションフルーツ果皮中の

アン トシアニン形成が阻害されることは宇都宮ら

(2005)が報告しており ，夜温30
0

Cは赤色の濃い果

実を生産するには不適当と思われた.しかし，高温

区での果実肥大や果汁量の低さは人工気象室内で

のポッ ト試験による水分ストレスの影

響も考えられる.なぜなら，夏季に昼温

35
0

C以上，夜温 27
0

C以上となるような

b値
ビニノレハウスの土耕栽培でも，十分に濃

31.5a 7Kされた条件下では果皮の着色は悪い

17.8 b が果実肥大が阻害されることはないか

11目5c らである.果実成熟(落果)時の酸含量
8.3 d 

は高温ほど低く ，昼温 30
0

Cで栽培した

1)昼温/夜温精度は:t1.0oC.時間は， 昼12時間/夜12時間とした. 場合，夜温 25
0

Cの時に収穫時の酸含量

2)L値明るさ， a1~ 赤色の強さ， b値黄色の強さ. が最も低く ，糖酸比は最も高かった(表
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表 2 パッションフノレーツ冬実の
果実品質に及ぼす気温の影響

処理区!) 糖度(Brix) 酸含量(%)2)糖酸比

30/30"C 18.1 b 3.32 b 5.5 b 

30/25"C 18.5 ab 2.81 c 6.7 a 

30/20"C 18.5 ab 3.22 b 5.8 b 

24/170C 18.6 a 3.99 a 47c 

異なるアルファベットは5%水準で有意差あり.
1)表1参照
2)滴定による駿含量

2) . しかし，夜湿の高低は糖度 (Brix) にほとん

ど影響を与えなかった.前述したように，この結果

も人工気象室での乾燥，強人工光下におけるポット

栽培実験結果であり，定期的に潅水されていたとは

いえ，樹体はかなりのストレスを受けていた可能性

がある.それでも酸含量を 2.81%まで低下させられ

たのであるから，ビニルハウスで昼温 30
0

Cで換気し，

夜温を 25
0C程度で維持し，乾燥ストレスを与えない

十分な土壌水分を保ったならば，さらなる酸含量の

低下が期待できると思われる.

4. 現場での活用 ， 留意点

本実験で供試したサマークイーンは， 20L容量の

ポットにパーライト 25% ピートモス 25%，埴土

50%の割合で混合した培土で栽培した.パッション

フルーツはフザリウム菌などによる土壌病害で立

ち枯れ症が発生しやすいので，過剰な潅水による土

壌の過湿は避けなければならない.このため，パッ

ションフルーツの減酸には土壌改良による排水性，

保水性の向上が必要である.また，土壌の乾燥も減

酸速度を抑制するので避けなければならない.この

ため，十分な水源を確保し，常時濯水できる設備を

備える必要がある.

5.今後の課題・展望

通常，交雑種冬実の収穫時の酸含量は 4%前後で

非常に酸っぱく ，追熟させてもなお 3%以上の酸含

量で，生食には適さない.本研究結果から，昼温 30
0C，

夜温 250Cで栽培して収穫時の糖度が 18.5，酸含量

が2.81%のサマークイーン果実が得られた.米本ら

(2004)は，交雑品種のルピースター果実を 10日間

20
0Cから 250Cで追熟させることで，酸含量を 2.9%

から 2.0%まで低下させていることから，収穫時に

2.81%のサマークイーンの酸含量は， 10日間の追熟

後には 2.0%以下になることが予想される.糖度が

18. 5と高いことから， 2.0%の酸含量での糖酸比は

9.25となり甘く感じられるが，やはり酸が強くて大

量消費は困難である.酸含量は果実の生育後期に急

速に低下するが，完全に減酸する以前に落果してし

まうことが本実験で、わかった.すなわち果実が自然

落果するのをあと 10日間遅くすることができれば，

落果後の追熟による減酸も含めて，酸含量が低くて

甘いパッションフルーツを市場に提供することが

可能となる.農業では品種に勝る技術なしj と

言われる.熟期に落果しない品種があれば，十分に

減酸した果実を収穫し，追熟期間無しに直ちに消費

することも可能になる.すなわち，新鮮で甘く，酸

が少なくて食べやすい果実が提供され，パッション

フルーツの消費が拡大されると思われる.筆者は黄

色種で落果しない系統があることを石垣島で発見

している.着色してからも長期間落果しないので，

収穫して酸含量を測定したら 0.3%にまで低下して

過熱になっていた.落果しない特性を持つこの黄色

種と紫色種とを交配させることで，酸含量が 1%程

度まで低下するまで落果しない赤紫色品種ができ

れば，素晴らしいことと思う.さらに，交雑種では

平均気温が 25
0

C以上になる真夏に花が退化してし

まう問題があるが，高温に強い黄色種の特性が付与

されて，真夏でも開花する交雑種ができれば，願つ

でもないことである.優良な交雑品種が存在しない

現在，落果時期を遅くするための植物生長調節剤の

活用も考えられる.筆者も柑橘などで登録がとれて

いる薬剤やジベレリンを試してみたが，十分な成果

が得られていなし、.

非常に残念なことであるが，酸含量が高く，果実

が大きくて外観が良い交雑種のキング、ルビーが生

食用青果として市場に並んでいるのが現状である.

外観の鮮やかさにだまされて買った消費者は， 二度

とパッションフルーツを買うことはないだろう.技

術がないなら，酸含量が低い品種を用い，しかも酸

含量が低い夏実だけを生食用に販売すべきである.

生産者自身が食べたくないような酸っぱい果実を

販売しているようでは，いつまで、たっても新果樹の

市場定着はありえない.良心を持って熱帯果樹栽培

に取り組んでいる生産者にとって，最大の敵は良心

を持たない生産者(商人)である.
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お知らせ

第 10回国際バラとガーデニングショウ開催まであとわずか

今回で 10回を数える 「国際パラとガーデ、ニング

ショウJ。このイベン トは、パラとガーデニング

が持っさまざまな魅力を紹介しながら、新しいライ

フスタイノレを多くの人々に提案し、 自然と共生しな

がら新しい文化の魅力を再発見してもらうことを

目的とする。毎回テーマを掲げており、今回は「英

国ガーデンJ (昨年は 「フランスJ)。来場者は毎

年約 25万人を見込む。

開催概要

名 称 ・第 10回国際パラとガーデニングショウ

会場:西武ドーム

(〒359-1196埼玉県所沢市上山 口2135)

会期:2008年 5月 14日(水)~19 日(月 )

9:30~ 17:30 (入場は終了の30分前まで。

ただし最終日(19日)は 17:00終了)

主催 :国際パラと ガーデニングショウ組織委員

会 (毎日新聞社、 NHK、スポーツニッポ

ン新聞社)

共 催.財団法人日本ノくラ会

入場料:

<当 日券>大人(高校生以上)2，000円

小・中学生 600円

<前売券>大人(高校生以上) 1，700円

小 ・中学生 600円

<団体券(20名以上)>

大人(高校生以上) 1，400円

小・中学生 600円

※小学生未満は入場無料、しかも会期中は本券

で西武ゅ うえんちに入場可 1

詳しくはこちらまで↓

国際ノくラ とガーデ、ニングショ ウ組織委員会コンテ

ス ト事務局

干15ト0063東京都渋谷区富ケ谷 1-14-7

(NHKアート内)

TEL: 03-5454-1050 (月~金曜 1O:OO~ 18:00) 

FAX: 03-3481-2903 

http://bara21.jp (PC・モバイノレ共通)
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